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大きく育て美咲の子ども　太
ひか り

陽を浴びた味覚を友に

議会HPへアクセスします

こんなことが決まりました
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新型コロナ感染症対応の緊急経済対策を決定
令和２年６月１日～６月１２日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など３３件の議案が議決されました。

請
願
・
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情
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自
治
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岡
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行
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安
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必
要
な
公
共
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ビ
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め
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障
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充
実
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地
方
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立
を
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め
る
も
の
で
あ
り
、
賛
成
多
数
で

採
択
と
し
た
。

避難所での感染予防対策

公共施設の感染防止対策

　避難所での感染予防対策のため、段ボール
製ベッドと間仕切りなどの設置により避難所開
設時の衛生環境を保つ。
〔防災活動支援事業　５２５万円〕

　老人憩の家などの12施設に感染防止用の加
湿器と非接触型自動手指消毒器を配備する。
〔公共施設等感染防止対策　１５２万４千円〕

スクールバスの増車

次亜塩素酸水の無料配布

　新型コロナウイルスの感染防止のためバスを
増車する。バスの中での密集解消を図るため、乗
車率を定員の70パーセント以下とする。
〔感染予防対策事業費　１,４４０万円〕

　次亜塩素酸水生成装置を購入し、新型コロナ
ウイルス感染拡大防止を図る。次亜塩素酸水の
無料配布は今後も継続する。
〔感染拡大対策事業　２０５万円〕

非接触型自動手指消毒器（イメージ図）次亜塩素酸水生成装置
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損
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取
得
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審

議
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果
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。
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3 みさき

新型コロナ感染症対応の緊急経済対策を決定
令和２年６月１日～６月１２日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など３３件の議案が議決されました。

6月議会
でこんなことが
決まりました
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付
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付
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迎
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付
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付
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付
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付
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付
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1法人20万円の事業所助成金

視覚障がい者などの読書支援

　停滞する地域経済環境を好転させ、事業
継続のための起爆剤として1法人20万円の
助成金を交付する。
〔事業所助成金交付事業　６,０３０万円〕

　視覚障がい者などが自力で書籍や新聞など
を読むことができるＡＩ搭載の視覚支援機器を
各図書館に2台ずつ配備する。
〔読書環境整備事業　163万７千円〕

義務教育学校建設事業

ギガ（GIGA）スクール構想

　用地買収価格、補償価格が決定したことによ
る追加。内容は、業務委託料、土地購入費、
補償金。
〔義務教育学校建設事業費　９,９５０万円〕

　1人1台の端末（タブレット）と高速大容量の
通信ネットワーク環境を一体的に整備する。
〔小中学校情報通信事業　６,４１５万円〕

ＡＩ搭載の視覚支援機器（イメージ図）
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委 員 会 の活動
総務・産業常任委員会からの報告
総務・産業常任委員会は、総務課、理財課、地域みらい課、くらし安全課、上下水道課、建設課、産業観光課
が所管する予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／松田英二、江原耕司、岩野正則、貝阿彌幸善の6人で審議し
ています。

　町道久木周佐線（柵原地区）の現
地視察を行った。
　柵原中学校の通学路であり、早
期整備が望まれる。

【くらし安全課】
防災活動の支援対策

【産業観光課】
事業所助成金の支給
対象事業者数と支給金額はい
くらか。
新型コロナ対策として国の臨
時交付金を活用し、町内３００事
業者に一律20万円の支給を
計画。予算総額は６,０３０万円。

問

【地域みらい課】
地域おこし協力隊の現状
地域おこし協力隊員4人の活
動拠点はどこか。
旭地域の上口地区と中垪和地
区、中央地域の打穴上地区、
和田北地区で活動している。

問

答

答

防災倉庫15棟と段ボール製ベッド
と間仕切り各5組の整備根拠は。
防災倉庫は町内コミュニティ
13地区と本庁および太陽の広
場への設置を計画。段ボール
製ベッドと間仕切りは当面防災
倉庫に各５組常備する計画。

問

答

【理財課】
新型コロナウイルス対策交付金
岡山県に申請している新型
コロナ対応の地方創生交付金
対象事業と総額は。
担当各課から２3事業総額で
1億４,４６6万円を申請している。

問

答

【総務課】
特別定額給付金の給付
1人１０万円の申請受付状況
はどうか。
6月５日現在で対象６,１０３世
帯のうち94.6%の５,７７３世帯
の申請を受理している。全世
帯支給に努力する。

問

答

【上下水道課】
飯岡集落排水の下水編入
農業集落排水事業（飯岡処理区）
の柵原公共下水事業への編入に
伴う下水料金は変わるのか。
使用料の変更は予定してい
ない。

問

答

町道拡幅予定地（柵原地内）	 	
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【健康推進課】
子育て世代包括支援センター開設

【保険年金課】
美咲町地域福祉計画

【生涯学習課】
視覚障害者等読書環境整備

【教育総務課】
ＧＩＧＡスクール構想

子育て世代包括支援センター
とは。
妊娠期から子育てについて
気軽に相談できる窓口を本
年12月に開設し必要な情報
の提供を行う予定である。

地域福祉計画の内容は。
今後、地域福祉をどのように
進めるかの素案を作成中で、
高齢者保険福祉計画・第８期
介護保険事業計画のアンケー
ト調査を進める。

視覚障害者等読書環境整備の
内容は。
視覚障がい者などが図書館を
利用して、自分で新聞や書籍な
ど読むことができる最新のＡI
を搭載した視覚支援機器を各図
書館に２台ずつ配備する。

ＧＩＧＡスクール構想の内容は。
各小学校、中学校に情報通信
ネットワーク環境を整備し、タ
ブレットを小学生、中学生に
1人１台貸与し学習の向上に
役立てる。

問 問

問 問

答
答

答
答

【徴収対策室】
滞納整理の状況

徴収対策室の実績は。
各関係課と密接に連携を取り、
年々徴収率が上がってきてい
る。各課が単独で対応するより
も効率よく徴収が進んでいる。

問
答

【福祉事務所】
コロナウイルス予防窓口整備
コロナ予防窓口は何が整備さ
れるのか。
難聴者対応に対話支援機器
を、外国人支援のために瞬間
音声翻訳機を整備する。

問

答

民生・教育常任委員会からの報告
民生・教育常任委員会は、住民税務課、保険年金課、健康推進課、徴収対策室、福祉事務所、教育総務課、
生涯学習課が所管する予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／左居喜次　副委員長／形井　圓　委員／山田雄二、藤井智江、林田　実、金谷髙子の6人で審議して
います。

　安井地区にある、（有）Ｍ・Ｐ・Ｆやなはら
（養豚場）からの汚水流出について現地視
察を行った。
　代表者立ち会いの下、調整池、進入路
側溝、浄化槽、堆肥場、リサイクル水槽、
蒸散施設などを確認し、引き続き改善を
求めた。

（有）Ｍ・Ｐ・Ｆやなはら（安井地内）
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委 員 会 の活動
議会改革特別委員会からの報告

柵原地域学校等建設特別委員会からの報告

　議会改革特別委員会は、議会の制度がその時々の情勢に適しているかを検証し、議会活性化に向けた
議会改革の検討を担当しています。
委員長／岩野正則　副委員長／藤井智江　ほか全議員を委員とする13人で審議しています。

　柵原地域学校等建設特別委員会は、柵原地域に建設する「義務教育学校柵原学園（仮称）」の創設に向けた
取組に対する審議を担当しています。
委員長／松田英二　副委員長／山田雄二　委員／藤井智江、形井　圓、延原正憲、左居喜次、林田　実、山本
宏治、金谷髙子の９人で審議しています。

　７月１日に第１０回特別委員会を開催し、大規模な災害
が発生した際に議会および議員の取るべき対応指針の
策定について協議を行った。
　近年、台風の接近による猛烈な風雨や異常な集中豪
雨によって風水害や土砂災害など大規模な自然災害が
発生する可能性が高くなっている。
　大規模な災害のおそれがあるとき、町は町長を本部長
とする「美咲町災害対策本部」を設置して応急・復旧活動
に従事する。
　議会および議員は、町の災害対応業務が円滑に遂行できるよう側面から支える活動を行うことを基本とする。
　具体的には、①議会事務局との連絡体制の確立②地域における安全確保への協力③地域の被災状況などの情報
収集④議員からの情報・要望のとりまとめと議長からの要請などを災害時における議会の対応指針として共有するこ
とに決定した。

　６月２２日に第１６回特別委員会を開催し、教育委
員会がまとめた美咲町立義務教育学校柵原学園
（仮称）の創設基本構想について審議を行った。
　パブリックコメント（住民からの意見聴取）を経
て決定された基本構想によると、子どもたちの
自立・共生・郷土を愛する心を育てるため児童・
生徒の学びと成長を支える快適な施設整備を
目指すとされており、今年度で建物の設計に取り掛かり、３年度から敷地造成工事を進め、４年度から建築工事に着手
して６年４月の開校を目指すもので、概算による総事業費は４０億円程度が見込まれている。
　特別委員会からの意見を今後の基本設計などに反映させるよう意見を付して創設基本構想の内容について了承した。

スライドスクリーンを装備した普通教室 自習スペース

美咲町災害対策本部が設置された場合の対応

町災害対策本部
必要に応じて要請

情報提供

情報提供

支援活動 安否確認
情報提供

情報提供
参集

連絡体制
の確立

支援活動

情報提供

各　地　域

議　長
（議会事務局）

議　員

委
員
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報
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ページ 議員名 質　問　内　容

8 延原  正憲
１．美作岡山道路の早期全線開通へ
２．有害鳥獣駆除の有効な対策を

9 左居  喜次
１．どう取り戻す授業の遅れ
２．本町への寄付の取り扱いは

10 形井  　圓
１．特別定額給付金の完全支給を
２．商業施設撤退を受け思い切った支援策は

11 山本  宏治
１．地方創生人材支援制度任期を振り返り
　　どう思うか
２．友好交流都市協定の今後の進め方は

12 貝阿彌幸善
１．どう取り組む第三次振興計画
２．自治基本条例の制定について考えは

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

議会だよりには、2問まで掲載
しています。
掲載できなかった質問は◇で
表示しています。

町
政
を
問
う

みさき

ページ 議員名 質　問　内　容

13 山田  雄二
１．６・３制の義務教育学校は考えられないか
２．第三次振興計画の進捗状況は
◇　義務教育学校基本構想は

14 藤井  智江

１．ひとり親家庭への支援は
２．義務教育学校創設には住民の参画を
◇　校内ネットワーク整備事業における子ども

たちへの配慮は

15 金谷  髙子
１．妊

にん

孕
よう

性温存治療に助成を
２．健康ポイント制度の見直しを
◇　地方創生臨時交付金は

16 岩野  正則 １．棚田保全のさらなる取り組みは

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告
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美作岡山道路の早期全線開通へ

有害鳥獣駆除の有効な対策を

課題をクリアし事業を推進したい

さらなる検討で一層の被害軽減を図る

問　
令
和
元
年
12
月
20

日
に
飯
岡
地
区
で
美

作
岡
山
道
路
計
画
説
明
会

が
開
催
さ
れ
、
本
年
３
月

か
ら
常
会
単
位
で
道
路
設

計
協
議
が
予
定
さ
れ
て
い

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
で
延
期
と
な
っ

て
い
る
。

　
早
期
全
線
開
通
に
向
け
、

町
の
対
応
を
再
度
確
認
し

た
い
。

①
道
路
計
画
の
今
後
の
予

定
は
。

②
町
の
事
務
処
理
体
制
は
。

③
本
年
１
月
24
日
に
岡
山

県
知
事
に
提
出
し
た
建
設

促
進
の
要
望
書
へ
の
回
答

は
。答

青
野
町
長

①
今
後
の
感
染
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
、
早
期

に
開
催
で
き
る
よ
う
県
と

日
程
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

②
本
年
４
月
に
柵
原
総
合

支
所
の
事
務
整
理
を
実
施

し
、
地
元
要
望
な
ど
に
迅

速
に
対
応
が
可
能
な
体
制

と
な
っ
て
い
る
。

　

道
路
計
画
の
進
捗
に
伴

っ
て
必
要
で
あ
れ
ば
、
専

門
員
の
配
置
も
考
え
る
。

③
県
か
ら
は
、
柵
原
Ｉ
Ｃ

を
含
む
吉
井
Ｉ
Ｃ
か
ら
英

田
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
区
間
を
令

和
３
年
度
新
規
補
助
事
業

に
採
択
す
る
よ
う
国
に
要

望
す
る
と
聞
い
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
ク

リ
ア
し
な
が
ら
、
事
業
を

推
進
し
た
い
。

問　
本
町
の
有
害
鳥
獣

駆
除
班
員
は
捕
獲
駆

除
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
農
作
物
被
害
は

依
然
減
少
し
て
い
な
い
。

　
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
は
、耕
作
意
欲
を
奪
い
、

耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
、

離
農
・
集
落
崩
壊
に
つ
な

が
る
深
刻
な
課
題
だ
。

①
昨
年
度
の
捕
獲
頭
数
は
。

②
ジ
ビ
エ
活
用
へ
の
研
究

成
果
は
。

③
被
害
防
止
へ
の
町
長
の

覚
悟
は
。

答
立
石
産
業
観
光
課
長

①
令
和
元
年
度
の
実

績
は
イ
ノ
シ
シ
１
︐
５
６

４
頭
、
シ
カ
２
９
９
頭
と

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

②
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
は
、
食
肉
処
理
施
設

は
認
知
し
て
い
る
が
、
ジ

ビ
エ
活
用
へ
の
施
設
利
用

は
普
及
し
て
い
な
い
。

答
青
野
町
長

③
町
は
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
と
し
て
、
駆
除
班

の
捕
獲
駆
除
補
助
、
防
護

柵
の
設
置
補
助
、
狩
猟
免

許
取
得
経
費
お
よ
び
更
新

経
費
の
補
助
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
ま
で
地
道
に
取
り
組

ん
で
き
た
各
種
の
施
策
が

少
し
ず
つ
成
果
を
上
げ
て

き
て
い
る
。

　

さ
ら
な
る
鳥
獣
害
対
策

を
検
討
し
、
一
層
の
被
害

軽
減
を
図
り
た
い
。

延原正憲 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

山でおとなしくしとりゃあよかった

どんな道路ができるのか

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

各
種
報
告

議
会
か
ら
の
提
言

臨
時
議
会
の
報
告
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左居喜次 議員

どう取り戻す授業の遅れ

本
町
へ
の
寄
付
の
取
り
扱
い
は

寄
付
者
の
意
向
に

　
　
沿
え
る
事
業
に
活
用
す
る

夏季休業中に登校日を設ける

問　
今
回
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
県
内

で
拡
散
す
る
中
、
本
町
に

お
い
て
も
小
・
中
学
校
の

休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
保
護
者
の
皆
様
も
大
変

心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
う
。
学
業
の
充
実
が
望

ま
れ
る
今
日
、
授
業
の
遅

れ
を
ど
の
よ
う
に
取
り
戻

し
て
い
く
の
か
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
の
学
力
差
が
で
き

て
し
ま
う
事
も
心
配
さ
れ

る
の
で
対
応
策
を
示
さ
れ

た
い
。

答
黒
瀬
教
育
長

　

学
習
定
着
の
遅
れ

が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

行
事
を
振
り
か
え
て
学

習
日
と
す
る
な
ど
対
策
を

講
じ
た
結
果
、
実
質
３
日

間
の
学
習
日
不
足
と
な
っ

た
。

　

今
後
は
、
夏
季
休
業
中

に
登
校
日
を
設
け
る
こ
と

な
ど
、
早
い
段
階
で
遅
れ

を
取
り
戻
す
予
定
で
あ
る
。

　

次
に
、
生
徒
一
人
一
人

の
学
力
格
差
に
つ
い
て
は
、

教
師
が
家
庭
で
の
学
習
記

録
表
や
課
題
プ
リ
ン
ト
な

ど
を
作
成
し
、
家
庭
連
絡

や
家
庭
訪
問
を
行
っ
て
い

る
。

　

学
力
差
が
つ
い
て
し
ま

っ
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、

地
道
な
学
習
を
提
供
す
る

こ
と
で
差
を
埋
め
な
が
ら
、

夏
季
休
業
中
に
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
を
設
け
る
な
ど
、

重
点
的
な
対
応
を
し
て
い

く
。

問　
本
町
へ
の
寄
付
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
美
咲
町
寄
附
採
納
事

務
取
扱
要
綱
に
定
め
ら
れ

て
い
る
。
今
日
ま
で
に
多

額
の
現
金
、
物
品
な
ど
の

寄
付
・
寄
贈
を
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
そ
の
取
り
扱

い
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ

て
き
た
か
、改
め
て
問
う
。

　
ま
た
、
今
回
コ
ロ
ナ
禍

に
関
連
し
て
、
各
地
で
の

寄
付
も
報
道
に
よ
り
聞
い

て
い
る
。
本
町
に
ど
の
よ

う
な
個
人
あ
る
い
は
団
体

か
ら
、
何
が
寄
付
・
寄
贈

を
さ
れ
て
い
る
か
示
さ
れ

た
い
。

答
青
野
町
長

　

寄
附
採
納
事
務
取

扱
要
綱
に
は
、
寄
付
を
い

た
だ
く
こ
と
で
将
来
多
額

の
維
持
管
理
費
が
必
要
に

な
る
場
合
、
あ
る
い
は
将

来
裁
判
で
争
う
こ
と
や
、

他
者
か
ら
苦
情
が
出
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
な

ど
は
寄
付
を
お
受
け
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
す
る
寄
付
と

し
て
は
、
美
咲
町
環
境
衛

生
協
議
会
か
ら
マ
ス
ク

２
，
０
０
０
枚
、
美
咲
町

建
設
業
協
会
か
ら
マ
ス
ク

２
，
０
０
０
枚
、
美
咲
町

管
理
職
等
互
助
会
有
志
と

美
咲
町
職
員
労
働
組
合
か

ら
非
接
触
式
電
子
温
度
計

16
個
の
寄
付
が
あ
っ
た
。

　

今
後
も
、
寄
付
者
の
皆

様
の
意
向
に
沿
え
る
よ
う

な
事
業
に
活
用
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

コロナに負けるな

たくさんのご寄付ありがとうございます

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

各
種
報
告

議
会
か
ら
の
提
言

臨
時
議
会
の
報
告
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特別定額給付金の完全支給を

商業施設撤退を受け思い切った支援策は

１００％支給に向け職員全体で努力する

買い物環境整備のため制度を創設したい

問　
役
場
と
は
町
民
の

役
に
立
つ
場
所
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
特
別
定
額
給
付
金
の
申

請
書
が
各
家
庭
に
郵
送
さ

れ
て
き
た
。

①
申
請
状
況
は
。

②
こ
の
給
付
金
は
町
民
全

員
に
支
給
す
る
こ
と
が
行

政
の
責
任
で
は
な
い
か
。

③
法
人
に
対
し
20
万
円
を

一
律
給
付
さ
れ
る
と
あ
っ

た
が
、
個
人
事
業
者
、
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
の

学
生
に
も
支
援
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
青
野
町
長

①
特
別
定
額
給
付
金

は
、
町
民
一
人
当
た
り
10

万
円
が
支
給
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
5
月
11
日
に
申

請
書
類
を
６
，
３
０
０
世

帯
１
万
３
，
９
１
２
人
に

送
付
し
て
い
る
。

答
稲
谷
総
務
課
長

②
支
給
１
０
０
％
に

近
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
職

員
全
体
で
努
力
し
て
い
く
。

答
立
石
産
業
観
光
課
長

③
資
金
繰
り
で
お
困

り
の
人
達
が
相
談
に
来
ら

れ
て
い
る
。
困
っ
て
い
る

人
達
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
必
要
な
の
か
検
討
を
進

め
て
い
く
。

答
光
嶋
地
域
み
ら
い
課
長

③
学
生
な
ど
の
支
援

策
は
検
討
を
進
め
前
向
き

に
対
応
し
て
い
く
。

問　
中
央
地
域
内
の
中

心
地
に
あ
る
商
業
施

設
が
撤
退
さ
れ
る
と
聞
く
。

こ
の
施
設
が
無
く
な
れ
ば

日
常
の
生
活
に
大
き
な
支

障
が
出
る
と
の
相
談
を
受

け
て
い
る
。　

　
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、

日
常
生
活
を
守
る
た
め
に

も
思
い
切
っ
た
支
援
策
が

考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
ま
た
、
各
種
補
助
金
商

工
関
係
、
農
業
関
係
の
支

援
策
が
あ
る
が
、
広
報
は

で
き
て
い
る
の
か
。
補
助

事
業
の
見
直
し
な
ど
の
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
忠
政
副
町
長

　

中
央
地
域
内
の
中

心
地
の
商
業
施
設
に
つ
い

て
は
5
月
下
旬
を
も
っ
て

撤
退
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

こ
の
施
設
が
撤
退
す
る

こ
と
は
周
辺
エ
リ
ア
の
に

ぎ
わ
い
が
失
わ
れ
、
町
の

経
済
が
縮
小
す
る
だ
け
で

な
く
、
高
齢
者
の
買
い
物

な
ど
日
常
生
活
に
大
き
な

支
障
が
出
る
。

　

買
い
物
環
境
整
備
の
た

め
、
出
店
に
必
要
な
改
装

工
事
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
を
創
設
し
て
い
き
た

い
。

　

こ
の
ほ
か
各
種
補
助
金

に
つ
い
て
は
幅
広
い
制
度

が
あ
り
、
広
報
み
さ
き
、

美
咲
テ
レ
ビ
な
ど
で
周
知

を
図
っ
て
い
る
。

　

町
民
に
活
用
し
て
も
ら

え
る
制
度
と
な
る
よ
う
、

見
直
し
に
努
め
る
。

形井　圓 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

にぎわいのあるまちへ

申請はお済みですか？

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

各
種
報
告

議
会
か
ら
の
提
言

臨
時
議
会
の
報
告
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山本宏治 議員

地方創生人材支援制度
　　　  任期を振り返りどう思うか

友
好
交
流
都
市
協
定
の

　
　
　
　
今
後
の
進
め
方
は

山
本
政
策
推
進
監
に

　
　
サ
ポ
ー
ト
役
を
お
願
い
す
る

今後も地方での課題に向き合っていく

問　
山
本
政
策
推
進
監

の
地
方
創
生
人
材
支

援
制
度
の
任
期
が
６
月
30

日
で
満
了
す
る
。２
年
を
振

り
返
り
ど
う
思
う
か
。

　
ま
た
、消
防
団
な
ど
地
域

と
の
か
か
わ
り
を
ど
の
よ

う
に
感
じ
た
か
。

答
山
本
政
策
推
進
監

　

着
任
直
後
に
は
、

西
日
本
豪
雨
災
害
が
発
生

し
、
町
長
の
交
代
な
ど
役

場
内
部
も
大
変
混
乱
し
て

い
た
時
期
だ
っ
た
。

　

新
体
制
で
は
機
構
改
革

の
実
施
、
政
策
調
整
会
議

な
ど
で
役
場
内
部
の
連
携

強
化
、
政
策
、
企
画
、
立

案
能
力
の
充
実
を
図
っ
て

き
た
。　
　

　

昨
年
度
は
、
羅
針
盤
と

言
う
べ
き
第
三
次
振
興
計

画
の
策
定
を
行
っ
た
。

　

消
防
団
に
入
団
し
、
火

災
現
場
へ
の
出
動
や
各
地

域
で
の
祭
り
で
み
こ
し
担

ぎ
な
ど
を
経
験
し
、
都
市

に
は
な
い
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
、
き
ず
な
の
深
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
自
然
環
境
や
社

会
環
境
の
厳
し
さ
も
学
ん

だ
。

　

今
後
も
、
公
務
員
と
し

て
地
方
で
の
困
り
ご
と
、草

刈
り
、
鳥
獣
対
策
、
空
き

家
対
策
な
ど
、
課
題
に
も

向
き
合
っ
て
い
き
た
い
。

　

短
期
間
で
し
た
が
第
二

の
郷ふ
る

里さ
と

だ
と
思
っ
て
い
る
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

問　
大
阪
府
泉
南
郡
岬

町
と
の
交
流
事
業
が

計
画
さ
れ
て
い
た
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
中
断
し
て
い
る
。
今
後

の
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

　
交
流
事
業
に
は
両
町
の

サ
ポ
ー
ト
役
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
考
え
は
あ
る
か
。

　
ま
た
、
大
阪
府
岬
町
の

児
童
・
生
徒
に
本
町
の
特

産
品
の
卵
を
送
り
交
流
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

答
青
野
町
長

　

合
併
十
五
周
年
事

業
で
行
う
予
定
で
調
整
し

て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
延
期
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
阪
府
岬
町
は
マ
リ
ン

ビ
ュ
ー
が
美
し
い
海
の
町

で
あ
る
。

　

交
流
に
つ
い
て
は
、
災

害
時
の
相
互
協
定
、
小
・

中
学
生
の
交
流
事
業
、
特

産
品
の
販
売
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。

　

山
本
政
策
推
進
監
が
中

心
と
な
っ
て
担
当
し
て
き

た
。
今
後
も
何
ら
か
の
形

で
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

特
産
品
の
卵
に
つ
い
て

は
、
学
校
給
食
へ
の
活
用

な
ど
実
施
に
向
け
て
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

答
山
本
政
策
推
進
監

　

退
任
後
も
し
っ
か

り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
。

　

大
阪
府
岬
町
で
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
出
向
し
て

い
る
副
町
長
が
担
当
し
て

い
る
。
相
互
で
検
討
し
た

い
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

今後ともよろしくお願いします
（答弁に立つ山本政策推進監）

笑顔でステキなまちづくり
（2人のみさき町長）

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

各
種
報
告

議
会
か
ら
の
提
言

臨
時
議
会
の
報
告
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どう取り組む第三次振興計画

自治基本条例の制定について考えは

対話による相互理解と
　　　情報の共有を進める

まちづくりの基本であり調査研究を進める

問　
第
三
次
振
興
計
画

の
基
本
計
画
は
６
章

で
構
成
さ
れ
、
現
状
と
課

題
、
施
策
の
方
向
性
、
主

要
施
策
、
目
標
設
定
指
数

を
節
ご
と
に
上
げ
て
い
る
。

　
主
要
施
策
に
つ
い
て
、

具
体
性
を
欠
く
内
容
も
見

受
け
ら
れ
る
が
、
国
土
強

靭
化
地
域
計
画・津
山
圏

域
定
住
自
立
圏
構
想
・
岡

山
の
連
携
中
枢
都
市
圏
構

想
な
ど
、
今
後
、
町
が
ど

の
部
分
に
力
を
入
れ
て
、

ど
う
取
り
組
む
の
か
、
町

民
に
明
確
に
示
し
、
説
明

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
考
え
を
問
う
。

答
青
野
町
長

　

計
画
の
目
標
達
成

に
向
け
て
「
対
話
」
に
よ

る
相
互
理
解
と
情
報
の
共

有
を
進
め
、
情
勢
に
応
じ

臨
機
応
変
に
決
断
実
行
し

て
い
く
。

　

社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
対
応
・
判
断
し
、
柔
軟

に
内
容
を
見
直
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
振
興
計
画
を
最

上
位
と
し
実
行
し
て
い
く
。

　

今
後
の
各
種
事
業
の
推

進
に
当
た
っ
て
は
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
応
す
る
。

　

本
年
度
策
定
予
定
の
計

画
は
、
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
、
地
域
福
祉
計
画
な

ど
18
件
、
予
定
方
針
は
行

財
政
改
革
大
綱
、
義
務
教

育
学
校
創
設
基
本
構
想
な

ど
８
件
計
26
件
に
な
る
。

第
三
次
振
興
計
画
の
着
実

な
実
行
に
努
め
る
。

問　
町
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

政
策
、
施
策
、
計
画
策
定

の
根
本
と
な
る
の
が
自
治

基
本
条
例
と
捉
え
て
い
る
。

　
条
例
制
定
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
は
。

答
青
野
町
長

　

自
治
基
本
条
例
は

地
域
課
題
へ
の
対
応
や
ま

ち
づ
く
り
を
、
誰
が
ど
の

よ
う
な
役
割
を
担
い
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
決
め
て

い
く
の
か
文
章
化
し
た
も

の
で
、
自
治
体
の
仕
組
み

の
基
本
ル
ー
ル
を
定
め
た

条
例
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
と
な
る
も
の
で

あ
る
。　

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
へ
の
抜
本
的
な
対
応
策

が
無
い
中
、
ど
う
向
き
合

い
、
ど
う
す
れ
ば
持
続
可

能
な
社
会
を
つ
く
れ
る
か

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
、

「
主
役
で
あ
る
住
民
が
、み

ず
か
ら
の
責
任
に
よ
り
、

主
体
的
に
か
か
わ
る
こ
と
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

住
民
、議
会
、行
政
が
理

念
を
共
有
し
、
３
者
が
力

を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
行
く
た
め
に
、

ど
う
あ
る
べ
き
か
調
査
研

究
を
進
め
る
。

貝阿彌幸善 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

「小さな拠点」づくり（イメージ図）出典：内閣府

あさひ生き活き拠点（イメージ図）

西川商店街を中心にしたエリア
日常生活

旭総合支所を中心としたエリア
行政

三休公園を中心としたエリア
交流・観光

質問

答弁

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

各
種
報
告

議
会
か
ら
の
提
言

臨
時
議
会
の
報
告
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山田雄二 議員

６・３制の義務教育学校は考えられないか

第
三
次
振
興
計
画
の
進
捗
状
況
は

幅
広
い
声
を
も
と
に
策
定
を
目
指
す

いろいろな意見を聞き前へ進める

問　
改
め
て
、
本
町
の

義
務
教
育
学
校
導
入

の
目
的
と
意
義
を
問
う
。

　
保
護
者
か
ら
義
務
教
育

学
校
の
こ
と
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
と
い
う
不
安
の
声

を
よ
く
聞
く
。

　
特
別
な
学
年
の
分
け
方

を
せ
ず
今
ま
で
通
り
の
6・

3
制
に
し
て
、
通
常
の
学

校
と
同
じ
形
の
義
務
教
育

学
校
で
あ
れ
ば
、
保
護
者

の
不
安
は
解
消
す
る
。

　
そ
う
い
う
学
校
に
で
き

な
い
か
。

答
黒
瀬
教
育
長

　
義
務
教
育
学
校
は
、

新
た
な
取
り
組
み
を
し
よ

う
と
思
え
ば
か
な
り
自
由

度
が
あ
る
。

　

せ
っ
か
く
創
る
の
だ
か

ら
、６
・
３
制
で
な
く
、い

ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
き
、

そ
れ
ぞ
れ
も
含
め
、
義
務

教
育
学
校
で
な
か
っ
た
ら

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を

ぶ
れ
ず
に
前
へ
前
へ
と
進

め
て
い
き
た
い
。

問　
全
国
的
に
は
教
育

課
程
の
特
例
を
活
用

す
る
例
も
多
い
が
、
本
町

の
場
合
、
小
学
部
６
年
・

中
学
部
３
年
に
し
て
小
学

部
の
卒
業
式
も
中
学
部
の

入
学
式
も
き
ち
ん
と
行
い
、

で
き
る
範
囲
で
乗
り
入
れ

授
業
も
行
う
。
そ
う
い
う

形
の
義
務
教
育
学
校
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

答
黒
瀬
教
育
長

　
い
ろ
い
ろ
と
検
討

し
て
み
る
。

問　
美
咲
町
第
三
次
振

興
計
画
が
成
立
し
た
。

　
各
種
計
画
の
優
先
順
位

や
進
捗
状
況
を
問
う
。

答
青
野
町
長

　

本
年
度
策
定
予
定

の
計
画
は
、
美
咲
町
国
土

強
靭
化
地
域
計
画
、
地
域

福
祉
計
画
な
ど
18
件
、
策

定
予
定
の
方
針
な
ど
が
、

美
咲
町
行
財
政
改
革
大
綱
、

義
務
教
育
学
校
創
設
基
本

構
想
な
ど
８
件
、
合
わ
せ

て
26
件
で
あ
る
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
、

住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
幅

広
い
世
代
の
住
民
意
見
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

最
重
要
案
件
は
、
美
咲

町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
、

地
域
福
祉
計
画
、
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
、
第
８
期

介
護
保
険
事
業
計
画
、
生

涯
学
習
基
本
計
画
、
行
財

政
改
革
大
綱
、
義
務
教
育

学
校
創
設
基
本
構
想
で
あ

り
、
本
年
度
末
の
策
定
完

了
を
目
指
し
て
い
る
。

問　
作
る
だ
け
で
な
く
、

作
っ
た
計
画
を
住
民

と
共
有
し
て
推
進
す
る
こ

と
こ
そ
重
要
だ
。

　
そ
の
た
め
に
は
住
民
の

声
に
よ
く
耳
を
傾
け
て
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
が
大

切
だ
。そ
の
点
は
ど
う
か
。

答
青
野
町
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、Ｓ
N

Ｓ
の
活
用
に
よ
る
住
民
参

加
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

幅
広
い
声
が
い
た
だ
け

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

令和2年度
（2020）

令和3年度
（2021）

令和4年度
（2022）

令和5年度
（2023）

令和6年度
（2024）

振
興
計
画

基本構想

基本計画 柔 軟 に 見 直 し

出典：文部科学省
小中一貫教育の導入状況調査の結果（平成29年3月）

義務教育学校の学年段階の区切り

※予定を含む。

【国立・公立・私立】

その他・検討中・未定

6－3

4－3－2

18％（18）

20％（20）

57％（57）

2％（2）

2％（2）

1％（1）

5－4

4－5

教科等の特性に合わせて
区分を設定

回答：100校（義務教育学校設置及び設置予定校数）

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

各
種
報
告

議
会
か
ら
の
提
言

臨
時
議
会
の
報
告
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ひとり親家庭への支援は

義務教育学校創設には住民の参画を

国の２次補正で検討したい

必要に応じ意見聴取し情報発信をする

問
①
国
と
県
の
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
対
す
る
交

付
金
額
は
。

②
ひ
と
り
親
家
庭
に
支
援

金
を
給
付
で
き
な
い
か
。

③
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響

が
あ
る
事
業
者
へ
の
町
独

自
の
施
策
は
。

④
町
内
で
感
染
者
が
出
た

と
き
の
医
療
体
制
は
。

　
感
染
者
、
家
族
へ
の
偏

見
・
差
別
へ
の
啓
発
が
で

き
な
い
か
。

⑤
専
用
窓
口
を
設
置
し
、

事
業
者
や
町
民
の
相
談
に

応
じ
る
体
制
が
で
き
な
い

か
。答

青
野
町
長

①
③
国
１
億
５
９
４

万
７
千
円
。
県
か
ら
２
，
７

０
０
万
円
が
交
付
さ
れ
る
。

　

子
ど
も
一
人
に
１
万
円
。

妊
婦
に
１
万
円
。
１
法
人

当
た
り
20
万
円
を
支
給
。

次
亜
塩
素
酸
水
の
無
料
配

布
。
児
童
生
徒
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
通
学
時
の
感
染
予

防
、
避
難
所
で
の
感
染
予

防
な
ど
23
事
業
で
１
億
４
，

４
６
５
万
９
，
０
０
０
円

を
計
画
。

②
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支

援
は
国
の
２
次
補
正
で
検

討
し
た
い
。

④
感
染
者
が
出
た
と
き
は
、

特
定
の
医
療
機
関
で
診
察
、

検
査
、
重
度
の
場
合
は
入

院
。
県
お
よ
び
県
医
師
会

で
体
制
が
整
え
ら
れ
る
。

　

誤
解
や
偏
見
へ
の
啓
発

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。

⑤
分
野
が
多
岐
に
わ
た
る

の
で
状
況
を
見
て
対
応
。

問　
柵
原
地
域
義
務
教

育
学
校
創
設
基
本
構

想
に
つ
い
て
問
う
。

①
素
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
あ
ま
り

に
も
短
期
間
で
は
な
か
っ

っ
た
か
。

②
専
門
部
会
で
検
討
し
進

め
る
よ
う
だ
が
、
公
募
で

き
な
い
か
。

③
専
門
部
会
の
協
議
内
容

を
地
域
へ
ど
の
よ
う
に
説

明
す
る
の
か
。
施
設
の
複

合
化
を
目
指
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
住
民
の
参
画
が

必
要
で
は
な
い
か
。

④
義
務
教
育
学
校
の
先
行

自
治
体
で
課
題
と
な
っ
て

い
る
６
年
生
問
題
に
つ
い

て
専
門
部
会
で
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

答
黒
瀬
教
育
長

①
４
月
27
日
か
ら
５

月
11
日
ま
で
に
集
ま
っ
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は

21
名
、
79
項
目
。
現
在
と

り
ま
と
め
中
。

②
公
募
は
考
え
て
い
な
い
。

③
必
要
に
応
じ
意
見
聴
取
、

随
時
情
報
の
発
信
を
す
る
。

④
問
題
に
な
っ
て
い
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

問　
11
回
の
地
域
説
明

会
に
町
長
は
１
回
も

出
て
な
い
。
柵
原
地
域
の

住
民
、
子
ど
も
た
ち
を
大

切
に
思
っ
て
い
る
の
か
。

答
青
野
町
長

　

遠
慮
な
く
教
育
委

員
会
に
来
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
説
明
を
し
、
意
見
を

聞
く
。

藤井智江 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

子育て支援の充実を

住民の参画を

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

各
種
報
告

議
会
か
ら
の
提
言

臨
時
議
会
の
報
告
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金谷髙子 議員

妊
に ん

孕
よ う

性温存治療に助成を

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
見
直
し
を

達
成
要
件
の
改
善
を
検
討
す
る

治療内容を十分学習し検討する

問　
女
性
の
が
ん
に
か

か
る
率
の
第
１
位
は
、

乳
が
ん
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
本
町
は
乳
が
ん

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
40

歳
の
人
を
対
象
に
配
布
し

て
い
る
が
、
受
診
率
が
伸

び
て
い
な
い
と
聞
い
て
い

る
。

①
ク
ー
ポ
ン
利
用
者
の
状

況
は
。

②
乳
が
ん
患
者
が
増
え
て

い
る
が
本
町
の
状
況
は
。

③
乳
が
ん
治
療
に
よ
っ
て

妊
娠
の
可
能
性
を
失
う
場

合
が
あ
る
。
が
ん
治
療
を

始
め
る
前
に
精
子
や
卵
子

を
凍
結
保
存
す
る
妊に

ん

孕よ
う

性

温
存
治
療
へ
の
助
成
は
で

き
な
い
か
。

答
清
水
健
康
推
進
課
長

①
令
和
元
年
度
の
ク

ー
ポ
ン
の
利
用
受
診
率
は

34
・
２
％
で
、
勤
め
先
で

検
診
を
受
け
た
り
、
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人
は

入
っ
て
い
な
い
場
合
も
あ

る
。

②
町
が
実
施
す
る
乳
が
ん

の
受
診
率
は
平
成
30
年
度

65
・
７
％
、
令
和
元
年
度

70
・
８
％
、
そ
の
う
ち
、
乳

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
人
は

平
成
30
年
度
が
１
人
、
令

和
元
年
度
が
１
人
で
あ
る
。

③
妊に

ん

孕よ
う

性
温
存
治
療
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
少
子
化

対
策
、が
ん
対
策
と
し
て
、

治
療
内
容
、
助
成
額
に
つ

い
て
十
分
学
習
し
検
討
し

た
い
。

問　
健
康
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
目
的
は
、
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
き
っ
か

け
づ
く
り
で
あ
る
。

　
本
町
の
制
度
で
は
検
診

を
３
項
目
以
上
受
け
、
40

ポ
イ
ン
ト
以
上
を
獲
得
し

た
人
に
粗
品
を
贈
呈
す
る

と
な
っ
て
い
る
。

　
「
通
い
の
場
」に
休
ま
ず

通
っ
て
40
ポ
イ
ン
ト
獲
得

し
て
も
、
高
齢
で
基
本
検

診
に
行
け
な
い
た
め
、
粗

品
が
貰
え
な
い
人
が
い
る
。

　
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か

け
が
目
的
な
ら
健
康
ポ
イ

ン
ト
を
獲
得
し
た
全
員
が

対
象
に
な
ら
な
い
か
。

答
清
水
健
康
推
進
課
長

　

こ
の
制
度
は
、
各

種
検
診
の
受
診
向
上
と
健

康
に
対
す
る
意
識
や
関
心

を
高
め
、
楽
し
く
健
康
づ

く
り
を
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
27
年
度
施

行
、
28
年
度
か
ら
実
施
、

本
年
度
で
５
年
目
を
迎
え

る
。

　

年
を
重
ね
る
ご
と
に
参

加
人
数
も
参
加
回
数
も
増

加
し
、
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
が
う
か

が
え
る
。

　

今
年
度
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
な
の
で
、
実
行
委
員

会
で
年
齢
・
要
件
も
含
め

十
分
協
議
検
討
し
、
来
年

度
に
向
け
て
達
成
要
件
の

改
善
を
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

みんな受けよう健康診断

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

各
種
報
告

議
会
か
ら
の
提
言

臨
時
議
会
の
報
告
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表紙の紹介

 

　柵原東保育園のとなりにある畑で育った野菜を
みんなで収穫しました。
　「とってもおいしかったです！」

議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

棚田保全のさらなる取り組みは
町として棚田地域
　　活性化に向けて取り組む

問　
棚
田
の
保
存
、
町

の
観
光
、
農
業
、
地

域
活
性
化
の
取
り
組
み
の

成
果
を
問
う
。

答
立
石
産
業
観
光
課
長

　

大
垪
和
地
区
と
小

山
地
区
の
棚
田
で
耕
作
放

棄
地
が
年
々
増
え
て
い
る
。

　

棚
田
の
維
持
、
活
性
化

の
た
め
に
は
、
農
家
の
後

継
者
不
足
を
解
消
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

支
援
策
と
し
て
、
現
在
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
や
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
、
農
地
中
間
管
理

機
構
へ
の
貸
し
付
け
な
ど

を
活
用
し
、
営
農
が
集
落

単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、

高
齢
化
が
進
み
、
地
域
で

の
体
制
づ
く
り
の
話
し
合

い
も
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問　
さ
ら
な
る
取
り
組

み
と
成
果
を
問
い
た

い
。答

立
石
産
業
観
光
課
長

　

棚
田
米
の
ブ
ラ
ン

ド
化
は
あ
る
程
度
確
立
し

て
き
た
。
移
住
・
定
住
の

Ｐ
Ｒ
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。

　

県
外
か
ら
、
ぶ
ど
う
栽

培
で
の
移
住
、
就
農
も
あ

る
。
担
当
課
と
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答
青
野
町
長

　

地
元
の
機
運
の
盛

り
上
が
り
を
期
待
し
た
い
。

　

棚
田
の
保
全
は
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、
町

と
し
て
棚
田
地
域
活
性
化

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

岩野正則 議員

質問

答弁

質問

答弁

民生委員児童委員協議会総会に出席
　6月29日、美咲町
民生委員児童委員
協議会総会が開催
され、議長・民生教
育常任委員会委員
長および副委員長
が出席した。
　山崎会長より活動
の重要性などについての挨拶に続き、美咲警察署生活
安全課井手課長から特殊詐欺の実態と防犯対策に関
する報告が行われた。

令和２年９月定例会の予定
　令和２年９月に予定されている美咲町議会定例会は
　◆８月３１日（月）開会～９月１８日（金）閉会の19日間
　◆一般質問は９月１日（火）～２日（水）の2日間
　◆決算認定特別委員会９月9日（水）～９月14日（月）の4日間
（なお、日程が変更される場合にはみさきテレビなどでお知らせしていきます）

厳しい棚田の保全

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

各
種
報
告

議
会
か
ら
の
提
言

臨
時
議
会
の
報
告
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新型コロナ感染症  議会からの緊急提言！
特 集

　新型コロナウイルスが世界中で猛威をふるう中、美咲町においても住民の安心・安全を最優先
にしながら地域経済の安定と継続が図られるよう速やか且つ積極的な対策が必要となります。
町議会では、さまざまな対策や支援策についての提言書を町執行部に提出しました。

　新型コロナウイルス感染症に対する対策や支援策について議会がまとめた１９項目の提言書を松島議長・
金谷副議長から青野町長に提出

生活支援策

教育支援策

経済対策

提言書の主な内容は次の通りです

危機管理対策

医療・福祉支援策

町行事対策

　新型コロナウイルス感染症の影響
を受け経営が悪化している中小事
業者や個人事業主、特に経営の継
続が厳しい事業者に対して、国・県
からの交付金の活用や町独自の支
援策を実施するなど経済対策の強
化を図ること。

　新型コロナウイルス感染症の第２
波・第３波の到来を想定して十分
な対応が取れるよう対策を講ずると
共に、台風や集中豪雨、地震その
他の災害に備え、避難所開設時の
感染防止策など危機管理体制を想
定し必要な設備や物資の確保を図
ること。

　感染症第２波の到来を想定し、引
き続き保健所および医師会など関
係機関と十分に連携を行い、町内
医療機関が感染症に対して迅速な
対応ができる体制への支援や協力
を図り、医療従事者への財政的・
物資的な支援を行うこと。

　今年９月以降に予定されている
町の事業やイベントなどの開催につ
いては早期に方向性を示す必要が
ある。
　中止となった事業の財源につい
ては、新型コロナウイルス感染症対
策への活用を図ること。

　国の第２次補正予算において拡
充される地方創生臨時交付金を財
源に、国・県・町が行う各種支援
制度において、雇用の確保など支援
を必要とする人にとって利用できる
制度が何であるかを周知徹底し、利
用の促進を図ること。

　長期休業による児童・生徒の健
康管理や心のケア、家庭における学
習状況の把握や教材の充実など支
援体制の強化が必要。
　また、ＩＣＴを活用した授業の導入
が進むなか家庭での教育環境に格
差が生じることが無いように支援を
図ること。

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

各
種
報
告

議
会
か
ら
の
提
言

臨
時
議
会
の
報
告
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全ての町民に一人10万円の給付金を支給
　５月１日に臨時議会が招集され、一般会計補正予算14億5,003万円など１２議案が議決されまし
た。今回は新型コロナウイルス感染症対策として成立した国の第１次補正予算に合わせた緊急的な
措置が主なものとなっています。

子育て世帯を支援

国民健康保険を拡充

　0歳～15歳の子ども達を育てる子育て世帯に
2万円（国1万円・町1万円）の給付金を支給する。
〔子育て世帯特別給付金費　３,６５６万円〕

　国民健康保険者が新型コロナウイルス感染症
に感染し、労務に就くことができなくなったときは
傷病手当金を支給する。
〔傷病手当金費　１００万円〕

国の特別定額給付金を計上

妊婦さんの世帯を支援

　1万3,912人の全町民に一人10万円の特別
定額給付金を支給する。
〔特別定額給付金費　１４億１,３４０万円〕

　町内に在住する妊婦さんの世帯を支援するた
め、町独自の政策として一人１万円の給付金を
支給する。
〔妊婦特別定額給付金費　３９万円〕

条
　
　
　
例

傷
病
手
当
金
の
支
給
を
追
加

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
た
傷
病
手
当
金
支
給
の

た
め
の
項
目
を
条
例
で
定
め
る
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

契
　
　
　
約

財
産
の
取
得

　

塵
芥
収
集
車
輌（
２
台
）を
購
入
す

る
た
め
の
契
約
締
結
案
が
提
案
さ
れ
、

審
議
の
結
果
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

◆
塵
芥
収
集
車
取
得（
２
台
）

　

㈱
亀
甲
マ
イ
カ
ー
セ
ン
タ
ー

（
美
咲
町
打
穴
中
）

２
，０
９
０
万
円（
税
込
）

５月臨時議会でこんなことが決まりました

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告
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政
を
問
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提
言
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時
議
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の
報
告
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景気浮揚策や経済的支援策の予算計上
　７月２９日に臨時議会が招集され、一般会計補正予算5億19万円など７議案が議決されました。
　今回は新型コロナウイルス感染症対策として成立した国の第２次補正予算に合わせた緊急的な措置
が主なものとなっています。

7月臨時議会でこんなことが決まりました

大学生・高校生を応援子育て・育児を支援
　ひとり親世帯に5万円、今年4月28日から来年3月末ま
でに生まれた乳児に一人10万円の給付金を支給する。
〔子育て支援費など　１,５８０万円〕

　経済的に困窮する学生の修学や家庭学習のため
のリモート環境の整備に一人5万円の支援を行う。
〔学生等就学支援費　３,６００万円〕

コミュニティ施設等感染防止個人事業主の運転資金助成
　消費者の自粛により売上が減少した個人事業主
の事業継続を応援するため、10万円の助成金を
支給する。
〔事業継続支援助成事業費　７,８３２万円〕

　感染症防止対策として各コミュニティ施設の空調
機器・トイレ・サッシ・床などの修繕工事を行う。
〔感染予防対策費など　１,６４６万円〕

エイコンスタジアムを改修中央運動公園の施設改修
　中央運動公園の総合体育館の屋根・トイレ、多目的
グラウンドのトイレや照明設備にそれぞれ改修工事を施す。
〔防災活動支援費など　１億２,０９０万円〕

　エイコンスタジアムにおける感染症防止対策として
1塁側と3塁側の更衣室・トイレを改修する。
〔感染防止対策費　３,３００万円〕

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

町
政
を
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う 
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後
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
第
二
波
が
心
配

さ
れ
る
中
、
社
会
・
経
済
情

勢
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
の
仕
様
も

い
ろ
い
ろ
と
変
革
を
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
議
会
も「
感
染
防

止
」を
念
頭
に
議
員
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
毎
年
実
施
し
て
い
る
議
会

報
告
会
・
意
見
交
換
会
も
残

念
な
が
ら
今
年
は
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
に
は
町
民
の
皆
様
の

声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
大

き
な
使
命
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
皆
様
の
声
を
お
聴
き
し

た
い
と
企
画
し
ま
し
た
。

　
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
い
た

だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

 （
延
原
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
松
田
　
英
二

副
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員
長
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井
　
智
江

山
田
　
雄
二

延
原
　
正
憲

左
居
　
喜
次

岩
野
　
正
則

第９回美咲町議会報告会及び意見交換会は
来年度に延期します

（切　り　取　り　線）

（山　折　り）

アンケート
に

ご意見をお寄せください

久米郡美咲町原田1735

美咲町議会
　「議会にひとこと」係

町政や町議会への疑問・質問・提案

をお聞かせください
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　美咲町議会では、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、今年度に予定して
いました「第９回美咲町議会報告会及び意見交換会」の開催を中止とし、来年度へ延期す
ることにいたしました。
　町民皆様の健康・安全面を第一に考慮した判断でありますので、ご理解を賜りますよ
うお願い申し上げます。

　第９回美咲町議会報告会及び意見交換会が来年
度に延期されました。
　皆様からの疑問・質問・提案などについてご意
見をお伺いすべく「議会だより」の中にアンケート
用紙を入れさせていただきました。
　是非ともご活用ください。

美咲町議会

アンケートにご協力ください



（切　り　取　り　線）

（山　折　り）

アンケート
に

ご意見をお寄せください

久米郡美咲町原田1735

美咲町議会
　「議会にひとこと」係

町政や町議会への疑問・質問・提案

をお聞かせください
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郵送の場合は、この部分を切り取ってください。

ファクスでお届けいただける場合は、このまま
0868－66－2038 まで送ってください。　  　

（切 り 取 り 線）

（谷折り　この線に沿って内側に折ってくさだい）

問１　今回の議会だよりで最も関心が高かった記事をお聞かせ下さい。
　　　　１．定例会の報告　　２．委員会の報告　　３．議員の一般質問　　４．その他（　　　　）

問２　今後の議会だよりで取り上げてほしい事柄をお聞かせください。
　　　　１．女性の意見　　　２．若者の意見　　　３．高齢者の意見
　　　　４．小地域の意見　　５．各種団体の意見　６．その他（　　　　　　　　　）

（ご感想）

問３　町政や町議会に町民の声が反映されていると思いますか。
　　　　１．反映されている　　　２．ある程度反映されている
　　　　３．反映されていない　　４．わからない　

　
　
問４　町議会に対するご意見がありましたらお聞かせください。

あてはまる項目に○をしてください

議 会 に ひ と こ と

ご協力ありがとうございました。差しつかえなければご記入ください。

性　別 男性・女性 年　代 歳代
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（ご感想）
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